
一腹曳中層ト　ロール実験

第　コ一　報

菓　童　親　正，猿　谷　　　倫
Ⅰ　要　　旨

この実験は沿岸に於ける中層曳網漁具及び漁法の適用性の検討と大型トローラに搭載する漁腱に上るこ

の漁法の研究を目的としたものであり更VCydter，boat，type VCよる中層曳網漁業の可能性をも検

討するために取少上げたものである．

をかこの実験軋水産庁漁船研究室と茨城黒水竜試験場が共同で実施し，漁網の製作は日本漁網船具X

Kが無償で提供したものである。

Ⅱ　計　　画

1　実　験　船

沿岸指導船■ときわ．茨城県水蜜試験場

要　　　目

聡屯数　　　28．25雷

主機関　　　DAlO25－MFdR　　2基（1001fX2）

船　型　　　Ⅴ型

船　長　　15m　　　　　ぬ　巾　　4．2m

船　深　　　2．1m　　　　　平　均　　水　口．7m

速　度　　1〔】Ktl平均）

2　漁　　　具

打）網　漁　具

網地の構造はFiglに示したもので．虫網速度2．OKtで．網口を占×占に開口させる計画を持

った合成繊維製（7ミラノポリテックス）の中層曳網である。（稟箋設計）

M Warp　及びSWeepline

いずれも18mのManila rope　で第1回の実験ではWarp　は　2〔＝〕×2とSweepline

は5Dmx4とした。（Fig　2　参照）

日　0tter Bodrds

t郎　展開潜降の両能力を持たせたもの

展開性能　　2Kt～58Kダ

潜降性能　　2Kt～50K夢＋日量（195Kp）

縦　　長　　0．7m　　　　　横　巾　1．2m

空中重量　　5ロ～51晦　　水中重量19．5Kダ

ー7　さ－



∴

．

．

．

∵

∵

．

ノ

＝

　

芸

肌

■

　

Ⅵ

　

∴

≡

。

　

　

　

　

　

．

個　展開能力のみの場合

この場合はSWeepline

結着郡を異端の上下部にする。

（⇒　DepI■eSSor

Otter Board　を（2）とし

用した場合に使用

横長　0．7m　　横巾　0．8

空中重量　22t毎

水ロコ重量16．5晦

清隆能力　2Kt～45馳＋

（18＿5K仔）＝d

‡軋
用　浮子．艶子，構成（Fig　5

ガラス玉8寸径5個，ハイ

ス製5寸22個

5．58晦×5＝2Z7Kダ

0．29K9×22＝8．58時

計　　54．18K9
；史．

旧　態子方

2貫目　2個

鉛20匁　120個

5．75に9×4＝15地

口．575に9×24＝9Kヴ

計　　　24Ⅰ辱

鶴
鷹
仁
．

網の構造

．∴．‥一、、二

Figl

Fig　2
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流　速　179　　1．72

方　向　15d170　120

曳網方向　5占00

風向風力　5占00～4rySee
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OtteL Board（1）の使用法での結果左のOB梢キ不調のため中止。

Otter，Board t2lLZ）使用法でDepreSSorを使用せずに曳網測定した0．

測　定　値　曳網速度1．7－1．8Kt（15DOR・P m～Eng　75ロ8P・m－プロペラー）但

し曳需75m

0．8（羞）．0．8（左）天井中央ER中央Cod末端　床井10m10m　エ5ml占川15m

網口高さ（SL付板と天井中央の間Jdm

網口幅　曳粟張力　Warp　憤角　　Warp　挟角

dm　1本585K9　　750　　109－110

第1回日の実験結果は以上の通りであるが第2回且は12月未に実施まだ解析が完了されていをいので

次回にしたレ1．

2回とも漁具性能実験は成功したので今後は漁獲実験を中心に実施することになっている■

なおこの報告は主町兼室氏のレポートを引用した。

参　　　考

Otter boards pepressor古の性能決定の基礎

川　網の砥杭の推算

曳約時の実際の開口が8×8mの既存の網を野村の式で求めると約4．0DOKp（2．5ktで）となれ

実測では800晦（梢々大き目に取って）となった。但し後者は全抵抗の1ノウである。をを．網口の開

口が‘×占mの今回の網を同じく野村の式で求めると．

RK9＝d♂・汀∠r・V2ニ8478K炉

従って　4．0D Dきゐ：1占80餌＝850：Ⅹ

Ⅹ＝548晦　　となる

これは全抵抗であるから網の片側分は178晦の抵抗ということに在る。これを一応200晦とみな

して先を進める。

何　Otter boards　の展開性能の算出基礎

網の全抵抗広トレつを200極とすれば，Fig　2から計算で求められる。

一応こゝで軋　tl＝250K9，t2＝2001毎　とする。展開性能をE晦とすれば．

Et毎＝tl SinOl十t2　SinO2

＝250X Sin4q十　200Sin90

＝175＋51．28

＝48．78

≒50

日／J、型1）epreSSorの潜降力の言十算基礎

今網の抵抗のt々を【ロ）で200Kタと見傲したので．これを基礎として小型Dep　を設計するには．そ

－7　ムー

きちを



の下方に必要とする展開力の基経は200KQ×1／2＝100K乎となる。Fig　2から計算すると．求め

る潜降力咽は．

SKp＝t3Sinβ3

＝1］0X Sin占○

＝8．72Kp

≒1DK9

（⇒　浮　　　子

Hと同じ思想で

Sx2十沈子重量＝Bに相当する浮子を装着すれば良いことになる。

硝子洋子の各種径1個当りの浮力

占寸…‥　2．5K9

7寸…‥　5．25K9

8寸…‥　5．5‘K9

硬水洋子　　寸……　KP

洋子は：20晦＋5（10）Kg十（網の水中重量＝αKgと上側SWeepline　の水中重量）

例えば　　　（8寸×2）＋（占寸×4）＋αKy

＝11．121毎＋管2Kダ十αIお

＝28．5Kダ＋α極


